
　北空知４町地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題

○調査の主な内容

○地域公共交通の現況

北空知４町地域

北空知４町（妹背牛町、秩父別町、北竜町、沼田町）地域は、北海道空知管内の北部に位置し、人口9,923人（2021年1月住基人口）、総面積537.87㎢
であり、道内屈指の良質の米の生産地域である。地域内の路線バスは、人口減少、コロナ禍による運賃収入減少、運転手不足、市町村負担の増大な
どで路線を維持することが困難となっているほか、JR留萌本線が平成28年11月に「単独維持困難線区」と位置づけられ、協議が続いていることなどを
踏まえて、この地域における住民ニーズを把握しながら、持続可能な公共交通の維持に向けて「北空知４町地域公共交通計画」を策定する。

概　　要

　　

○地域公共交通活性化協議会開催状況

4月20日　第１回協議会及び専門部会を開催
　　　　　　　・各種規程、現状課題、調査事業・スケジュール・予算の承認
7月6日・13日　　第２回専門部会及び協議会を開催
　　　　　　　・アンケート調査内容の承認
12月27日・1月12日　　第3回専門部会及び協議会
　　　　　　　・アンケート調査結果及び計画の方向性の承認
2月頃　　第4回専門部会及び協議会
　　　　　　　・計画素案の承認

・JR及び路線バスの交通乗降調査の実施
・地域住民のニーズ調査（アンケート調査）

・利用者の減少やコロナ禍による収入減、運転手不足、町財政負担の増
・高齢者ドライバーの事故リスク、乗換などによる移動時間の増
・ＪＲ留萌線が平成２８年１１月に「単独維持困難線区」に位置づけ

・JR線：函館本線(妹背牛駅)、留萌本線（秩父別駅、石狩沼田駅等）
・空知中央バス㈱：沼田線、北竜線、深滝線
・北海道中央バス㈱：高速るもい号(2系統)､滝川北竜線(R4.3廃止予定)
・沿岸バス㈱･道北バス㈱：留萌旭川線
・沼田町営バス(一部ｽｸｰﾙﾊﾞｽ兼)　　　・４町スクールバス（７路線）　　
・福祉有償（北竜町）　　　・乗合タクシー（北竜町、沼田町）

公共交通の概要
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北空知４町地域公共交通活性化協議会　計画策定に係る事業の取組状況

　

●事業の結果概要

【北空知４町の地域概況整理】

 ・地勢・人口分布等の概況、主要施設や公共交通の現況、
　上位・関連計画等の整理
　【北空知４町の地域公共交通実態調査】

　・北空知４町エリアの住民における通勤・通学・通院・買い物等生活圏
　　をはじめとした移動の実態を調査し、ニーズの把握と公共交通の必
　　要な見直しを図る。
　（１）住民アンケート調査
　　・１５歳以上の住民を対象に１，６００世帯（１世帯２票）に対して送付
　　・アンケートの結果、通学や通勤時に公共交通を利用している町民
　　　では、目的地まで直接向かうことが難しいため、乗換回数や移動
　　　時間が多くなっている実態が見られる。
　　・「利用実態に応じた運行路線の短絡化や車両小型化など、運行規
　　　模の適切化を図りながら、地域公共交通を維持していくことが望ま
　　　しい」とする回答が６割以上あり、利用実態に応じた見直しが必要。

　

 問14　地域交通の維持・確保に向けた考え  【いくつでも】

　

　　　　妹背牛町（n=239） 秩父別町（n=133）

沼田町（n=207） 北竜町（n=237）問８　通学・通勤の状況 【夏季の乗換回数】

　

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　【夏季の総移動時間】

　

　　　　



北空知４町地域公共交通活性化協議会　計画策定に係る事業の取組状況

（２）通学アンケート調査
　・４町から深川・滝川の公立高等学校に通学している生徒に対する調査
　・ＪＲやバスに乗車する時間帯では６時～７時台の早い時間帯に利用し
　　ている一方、「現状の運行時間帯で良い」という回答が７割以上あるこ
　　とから、現状の運行形態や路線の維持を図ることが重要。
　・進学先を選択する際に４割が公共交通の運行状況を意識しているほ
　　か、部活動への影響の意識もみられる。
　　。

●事業の結果概要 （３）公共交通利用者に対する乗降調査
　・１１路線の各種公共交通の利用者に対する乗降調査を実施。以下、
　　主な路線を記載。
【ＪＲ留萌線】
　・利用目的としては平日は通学が最も多く、留萌始発便の利用が最も
　多い。また、留萌～深川間、沼田・秩父別～深川間の利用が主である。

【空知中央バス　沼田線】
　・利用目的としては通勤、通院、私用等があり、沼田の始発便の利用が
　　最も多い。沼田～秩父別間の利用は少ない。
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北空知４町地域公共交通活性化協議会　計画策定に係る事業の取組状況

【空知中央バス　北竜線】
　・利用者の多くは65歳以上、通学は3割程度で、北竜始発便の利用
　　が最も多い。北竜～妹背牛間の利用は比較的少ない。

●事業の結果概要
【沿岸バス・道北バス　留萌旭川線】
　・通勤、通院、買い物などの目的が多く、
　　留萌～旭川間、北竜・秩父別～
　　深川への利用がある。

【空知中央バス　深滝線（雨竜経由）】
・通勤、通学、買い物、私用など幅広い年代で利用されており、深川市
立病院始発便の利用が最も多い。妹背牛～深川間、雨竜～滝川間の
利用が主である。
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※主な路線を記載

【ＪＲ留萌本線の方向性】
　・ＪＲ留萌本線存廃の方向性により検討
 　（部分存続などの検討結果によって今後調整）
　※現状維持にあたっての課題
　　鉄道とバスが共存する持続的な地域交通の確保（JR駅までのアクセス交通の維持、鉄道とバスの維持に係る地域負担）
　

【空知中央バス　沼田線】
　・ＪＲ留萌本線存廃の方向性により検討
 　（部分存続などの検討結果によって今後調整）
　※現状維持にあたっての課題
　　鉄道とバスが共存する持続的な地域交通の確保（鉄道とバスの維持に係る地域負担）

【空知中央バス　北竜線】
　・関係自治体で運行費を支援して運行を継続、又は、北竜温泉～妹背牛市街地間で路線の短絡化の検討、 又は、滝川北竜
　線のアクセス交通（追分市街での乗り継ぎ）による滝川市や深川市への生活動線確保の検討など、 深滝線（雨竜町経由）及
　びＪＲ函館本線との接続性を確保することで運行費補助の圧縮を図る

【空知中央バス　深滝線（雨竜経由）】
　・関係自治体等で運行費を支援して運行を継続。※他路線との接続性を確保し、輸送量の向上を目指す
　　

●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針
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【沿岸バス・道北バス　留萌旭川線】
　・ＪＲ留萌本線存廃の方向性により検討
 　（部分存続などの検討結果によって今後調整）
　※現状維持にあたっての課題
　　鉄道とバスが共存する持続的な地域交通の確保（鉄道とバスの維持に係る地域負担）

　

　事業は計画どおり適切に実施されている。

●事業実施の適切性

運輸局記載欄

●地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果（案）

●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針


